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＜＜トトピピッッククスス５５＞＞    

カラーユニバーサルデザインについて 

 

現代社会において、色は重要な情報伝達手段となっています。印刷・塗装・コ

ンピュータ技術の発展により、従来は白黒表示だったものが、急速にカラー化さ

れています。 

しかし、色を使うことによって分かりやすくしたつもりが、かえって一部の人

には情報が伝わらないことがあります。色は誰にでも同じように見えているわ

けではありません。 

カラーユニバーサルデザインとは、そうした多様な色覚を持つ様々な人に配

慮して、なるべく全ての人に利用しやすい製品や施設・建築物、環境、サービス、

情報を提供するという考え方です。 

１ カラーユニバーサルデザインの３つのポイント 

（（１１））ででききるるだだけけ多多くくのの人人にに見見分分けけややすすいい配配色色をを選選ぶぶ  

  ・ 色の濃淡・明暗の差（コントラスト）をつけ、背景色と文字色の組み合

わせに注意する。 

（（２２））色色がが見見分分けけににくくいい人人ににもも情情報報がが伝伝わわるるよよううににすするる  

  ・ 色の違いを分かりやすくするため、文字や線を太くする。 

  ・ 地図やグラフなど、塗りつぶす面積が広い場合は、斜線やドットなどの

ハッチング（模様）をつける。 

（（３３））色色のの名名前前をを用用いいたたココミミュュニニケケーーシショョンンをを可可能能ににすするる  

  ・ 申請書など、色の名前を用いてやりとりする可能性があるものは、余白

に色の名前を記載する。 

２ カラーユニバーサルデザインのチェック方法 

（（１１））「「色色覚覚シシミミュュレレーーシショョンンソソフフトト」」のの活活用用  

    色覚障害のある人の色の見え方に近い色に疑似変換（シュミレーション）

することができます。 

（（２２））「「色色弱弱模模擬擬フフィィルルタタ」」のの活活用用  

    色覚障害のある人の視点を疑似体験することができます。 

 

 

 

 

 

 

         （眼鏡型フィルタ）      （ルーペ型フィルタ） 

なお、色使いに加え、文字の形や大きさ、行間の広さなどにまで配慮する考え

方を、より広義なものとしてメディア・ユニバーサルデザインといいます。 

※メディア・ユニバーサルデザインとは 

 高齢者、障害者、色覚障害者、外国人などにも見やすく、伝わりやすくするための配慮

手法 
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  発達障害について 
 

発達障害のある人は、生まれつきものごとの感じ方やとらえ方がユニークなため、とても得意なこ

とがあるのに、ちょっとしたことがすごく苦手･･･というかたよりがあるなど、誤解されやすく、とて

も困っています。 

しかし、周りの方達のあたたかい理解と支えがあれば、ユニークさや、かたよりも個性として、とも

に元気に生きていくことができる人たちです。 

○偏見や誤解により、傷ついている本人やご家族の方もいます。 

○発達障害は、性格や親のしつけなどに原因があるのではありません。 

○発達障害は子どもにも大人にもある障害です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

アスペルガー症候群 
相手の表情から気持ちを察することや、場にあった行動や会話が苦手で、こだわったり興味の対象が
限られたりすることがあります。 
 
たとえば･･･ 
見たままを言ってしまう。 
対応の例 
相手がどう思うかなど、周囲の状況を理解することが苦手で、頭に浮かんだことを口にしてしまいま
す。 
悪気のないことを理解してあげてください。 
そのほかにも･･･ 
○電車など興味のあることに詳しく、話が長くなることがあります。 

時間や回数を決めて聞いてあげてください。 

注意欠陥／多動性障害（Ａ Ｄ ／Ｈ Ｄ ） 
注意や衝動をコントロールすることやじっとしていることなどが苦手ですが、それもエネルギッシュ
な行動力、ユニークな創造力などの長所として生かすこともできます。 
 
たとえば･･･ 
注意がそれやすい。 
対応の例 
刺激の少ない席の方が集中しやすいです。 
動いても良い時間があると、落ち着きやすいです。 
そのほかにも･･･ 
○しかるよりも穏やかに話した方が伝わりやすいです。 
○絵や文字などで目に見せた方が伝わりやすいです。 
○やることのリストのあった方が忘れにくいです。 
○よく動く子は、しかるよりも、そっと体の動きを止めてあげた方が落ち着くことがあります。 

自閉症 
人とのかかわりやコミュニケーション、興味の持ち方に、かたよりやつまずきがあります。 
（自ら心を閉ざしているというような、心の病ではありません。） 
 
たとえば･･･ 
言葉の発達が遅れたり、コミュニケーションがとりにくかったりします。 
対応の例 
短い言葉、絵、写真、文字、実物、身ぶりなどを使うと伝わりやすいです。 
そのほかにも･･･ 
○突然の予定変更や変化が苦手なので、あらかじめ伝えてあげるとわかりやすくなります。 
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